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ホームレス中学生

　お笑いコンビ麒麟の田村裕のせつなく面白い貧乏自叙伝。

　中学生時代の田村少年が、ある日突然、差し押さえられた家の前で

父より突然の「解散！」宣告を受ける。住む家を無くし兄姉とも別れ、

近所の公園でのホームレス生活が始まる。

　ダンボールで飢えを凌いだ幼き日々から、苦しい境遇の中、人の優

しさに触れ救ってくれた人たちの言葉に素直に耳を傾ける。

　いつも遠くで見守ってくれていた母への想いがいっぱい詰まった、

笑えて泣ける一冊。

　発売開始からわずか２カ月で発行部数１００万部の大台を突破しベ

ストセラーとなった。

おすすめの１冊

冬も危ない食中毒

ノロウイルス
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健診で尿に蛋白が出たのですが

16 脳だめし

あなたは何問できる？

ノロウイルスの予防法と対処法6

8 保険のはなし　飲酒運転による事故

14 働く人の知恵袋　ビジネスマナー

社会人としての心構えと身だしなみ

背中すっきり　エクササイズ
10

健康・食よろず相談

水のはなし「レジオネラ」

信頼回復は検査データで

 　黒竜江省の田舎では、冬になると家の軒下に、とうもろこし
やとうがらしを縛り、吊るして飾る習慣があります。最初に見た
時には食べるために干してあるのだと思いました。
　雪景色の中で見たこの飾りがあまりにもきれいだったので、
村人に尋ねてみました。「農作物は気候変動や土壌の状態によっ
て毎年の収穫量が違う。豊作の年には収入が増えるので、新し
い年の農作物が多く収穫できることを願い、色がきれいな収穫
物を飾る風習がある」と説明してくれました。つまり日本で言
う豊作祈願に当たります。
　新年が始まりました。この１年、「こらぼ」を読まれる皆様に
とって豊作の年になるようお祈り申し上げます。

インフルエンザの流行

便秘に効くツボ

座ってできる

ビジネスマナークイズ
ホロスコープ　冬のお仕事運

1



　
食
中
毒
と
は
、
食
中
毒
の
原
因

と
な
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
付
着

し
た
食
品
や
有
毒
・
有
害
な
物
質

が
含
ま
れ
た
食
品
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、腹
痛
・
下
痢
な
ど
の
健

康
被
害
が
起
こ
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
食
中
毒
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
フ
グ
や
毒
キ
ノ
コ
、
じ
ゃ

が
い
も
、
ト
リ
カ
ブ
ト
な
ど
が
持

つ「
自
然
毒
」に
よ
る
食
中
毒
。
も

う
一
つ
は
、
メ
タ
ノ
ー
ル
、
ヒ
素
、

農
薬
な
ど
の「
化
学
物
質
」に
よ
っ

て
起
こ
る
食
中
毒
。
そ
し
て
、
発

生
率
が
一
番
高
い
の
が
、
食
中
毒

菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
食
品
に
付
着

し
、
そ
れ
を
食
べ
た
時
に
起
こ
る

「
微
生
物
」
に
よ
る
食
中
毒
で
す
。

微
生
物
に
よ
る
食
中
毒
は
、
食
材

の
腐
敗
と
は
違
い
、
食
中
毒
菌
や

ウ
イ
ル
ス
が
食
品
に
付
着
す
る
も

の
で
す
が
、「
味
」「
色
」「
臭
い
」が
変

わ
っ
て
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
細
菌
性
の
食
中
毒
で
思
い
出
さ

れ
る
の
が
、
２
０
０
０
年
の
６
月

か
ら
７
月
に
か
け
て
起
こ
っ
た

雪
印
集
団
食
中
毒
事
件
。
こ
の
事

件
は
、
近
畿
地
方
で
販
売
さ
れ
た

雪
印
乳
業
の
低
脂
肪
牛
乳
を
飲
ん

だ
人
が
下
痢
な
ど
を
訴
え
た
も
の

で
、
低
脂
肪
乳
の
材
料
で
あ
る
脱

脂
粉
乳
を
生
産
し
て
い
る
工
場
が

停
電
を
起
こ
し
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球

菌
が
増
殖
し
て
毒
素
が
発
生
し
た

こ
と
が
原
因
と
推
定
さ
れ
ま
し

た
。結
局
、こ
の
事
件
の
認
定
者
数

は
１
万
３
４
２
０
名
に
の
ぼ
り
、

過
去
最
大
の
食
中
毒
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
に
細
菌
性
の
食
中
毒

は
湿
気
が
あ
り
、
菌
が
繁
殖
し
や

す
い
梅
雨
か
ら
夏
に
か
け
て
多
く

発
生
し
て
い
る
た
め
、
食
中
毒
は

夏
に
起
こ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
、
冬
で
も
ウ
イ
ル
ス
性
の
食

中
毒
は
頻
発
し
ま
す
。

　
昨
年
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
と
集
団
感
染
性
胃
腸
炎
の

発
生
は
、
過
去
25
年
で
最
大
規
模

と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
全
国
的
に

猛
威
を
振
い
ま
し
た
。
平
成
18
年

度
に
全
国
で
発
生
し
た
食
中
毒
患

者
数
は
３
万
９
２
２
２
人
。
そ
の

約
70
％
で
あ
る
２
万
７
６
４
２
人

は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
し

た
。

　
生
食
や
調
理
済
み
食
品
を
購
入

す
る
場
合
、味
や
見
た
目
、臭
い
な

ど
に
変
化
が
な
い
の
で
、
食
中
毒

菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
て
い
る

か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
食
中
毒
の
防
止
対

ノロウイルスノロウイルス

　冬季を中心に年間を通して胃腸炎

を引き起こすノロウイルス。

　ノロウイルスは、食品を介して食

中毒を起こすだけでなく、感染者の

糞便やおう吐物を介しての二次感染

に注意する必要があります。

　そのためにもノロウイルスを正し

く知って、予防に努めましょう。
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食中毒

策
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
は
？

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
１
９
６
８

年
に
米
国
の
オ
ハ
イ
オ
州
ノ
ー

ウ
ォ
ー
ク
と
い
う
町
の
小
学
校
で

集
団
発
生
し
た
急
性
胃
腸
炎
の
患

者
の
糞
便
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
検
出

さ
れ
、
そ
の
土
地
の
名
前
か
ら

「
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
」と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
１
９
７
２
年
に
そ

の
形
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
の

ウ
イ
ル
ス
が
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
も

小
さ
く
、
球
体
を
し
て
い
た
こ
と

か
ら「
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
」の
一

種
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

非
細
菌
性
急
性
胃
腸
炎
の
患
者
か

ら
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
に
似

た
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
が
次
々

と
発
見
さ
れ
た
た
め
、
一
時
的
に

ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
あ
る
い

は
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
様
ウ
イ
ル
ス
、

あ
る
い
は
こ
れ
を
総
称
し
て「
小

型
球
形
ウ
イ
ル
ス
」
と
呼
称
し
て

い
ま
し
た
。

　
遺
伝
子
が
詳
し
く
調
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
小
型
球
形
ウ
イ
ル

ス
に
は
２
種
類
あ
り
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
今
ま
で
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
様

ウ
イ
ル
ス
と
呼
ば
れ
て
い
た
ウ

イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

２
０
０
２
年
の
国
際
ウ
イ
ル
ス
学

会
で
正
式
に「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。
も
う
１
種
類

は「
サ
ポ
ウ
イ
ル
ス
」と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
サ
ポ
ウ
イ
ル
ス
は

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
同
様
、
集
団
食
な

ど
に
よ
り
集
団
発
生
を
伴
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

ほ
ど
発
生
頻
度
は
高
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
は
、
ヒ

ト
の
小
腸
で
し
か
増
殖
し
な
い
ウ

イ
ル
ス
で
あ
り
、
食
品
な
ど
の
細

胞
で
は
増
殖
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
ヒ
ト
に
だ
け
感
染
す
る
の
で

す
。

　ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
時
期
は
？

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
や
食
中
毒
は
１
年
を
通
し

て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
冬

季
に
流
行
し
ま
す
。
日
本
で
の
月

別
発
生
状
況
を
み
ま
す
と
、
11
月

く
ら
い
か
ら
発
生
件
数
は
増
加
し

は
じ
め
、
１
〜
２
月
が
発
生
の

ピ
ー
ク
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

病原性大腸菌

体内に 100 万個以上入ると危険。ただし、
O-157 の場合は 100 個程度でも発病。

症状 : 腹痛、下痢、発熱、血便など
繁殖環境 :10℃以上で繁殖。30 ～ 42℃が
最も適している。
主な感染ルート :
１. 動物の糞尿→土壌→人間の飲み水
２. 有機肥料によって栽培された野菜など

腸炎ビブリオ菌
もともと海水に生息している食中毒菌で、
体内に 100 万個以上入ると発病。

症状 : 激しい腹痛、嘔吐、下痢
繁殖環境 :10℃以上で繁殖。30～ 37℃で
２～５％の塩分があるのが最も適している。
主な感染ルート : 近海の魚介類、刺身

サルモネラ菌
体内に 100 万個以上入ると発病。大型食
中毒を起こす傾向がある。

症状 : 腹痛が起こり、38℃前後の熱が数
日続く。風邪と間違われることも多い。
繁殖環境 :10℃以上で繁殖。30 ～ 37℃が
最も適している。
主な感染ルート : 肉・卵などの大量調理

●三大食中毒　基礎データ ●食中毒の分類
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
ど

う
な
る
の
？

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

と
、潜
伏
期
間（
感
染
か
ら
発
症
ま

で
の
時
間
）は
１
〜
２
日
で
、主
な

症
状
は
、下
痢
、お
う
吐
、腹
痛
で
、

軽
度
の
発
熱
を
伴
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。
小
児
で
は
、
お
う
吐
が
多

く
、
お
う
吐
・
下
痢
は
、
１
日
数

回
か
ら
ひ
ど
い
時
に
は
、
10
回
以

上
の
時
も
あ
り
ま
す
。
通
常
、
こ

れ
ら
の
症
状
が
１
〜
２
日
続
い
た

後
治
癒
し
、
後
遺
症
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
感
染
し
て
も
発
症
し

な
い
場
合
や
軽
い
風
邪
の
よ
う
な

症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強

い
た
め
、
家
庭
内
に
感
染
し
た
人

が
い
る
と
、
二
次
感
染
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
注
意
が
必
要
で
す
。
と
く
に
子

ど
も
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力
の
弱

い
人
は
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。ま
た
、ご
く
ま
れ
に
吐
し
ゃ

物
を
喉
に
つ
め
て
窒
息
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
残
念
な
が
ら
現
在
の
と
こ
ろ
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
の
あ
る
抗
ウ

イ
ル
ス
剤
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
治
療
は
対
処
療
法
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
と
く
に
体
力
が
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者
は
、
脱
水
症
状

を
起
こ
し
た
り
、
体
力
を
消
耗
し

た
り
し
な
い
よ
う
に
、
水
分
と
栄

養
の
補
給
を
十
分
に
行
な
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
脱
水
症
状
が
ひ
ど

い
場
合
は
、
病
院
で
点
滴
な
ど
の

治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
で
勝
手
に
判
断
し

て
薬
を
飲
む
と
、
薬
に
よ
っ
て
は

下
痢
を
長
引
か
せ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
医
師
の
診
察

を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
ど
う
や
っ
て
感

染
す
る
の
で
す
か
？

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
は

ほ
と
ん
ど
が
経
口
感
染（
口
か
ら

体
内
に
入
る
こ
と
）で
す
。一
般
的

に
次
の
よ
う
な
感
染
経
路
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

①
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た

二
枚
貝
を
生
あ
る
い
は
十
分
に
加

熱
調
理
し
な
い
で
食
べ
た
場
合

②
食
品
取
扱
い
者（
食
品
の
製
造

な
ど
に
従
事
す
る
者
、
飲
食
店
に

お
け
る
調
理
従
事
者
、
家
庭
で
調

理
を
行
な
う
者
な
ど
が
含
ま
れ

る
）
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

ノロウイルス食中毒患者数の推移

原因物質別患者割合（患者数 27,019 名 )

ノロウイルス食中毒の原因食品別発生件数の年次推移（件）

厚生労働省ホームページ ノロウイルスに関する Q&Aより引用

１月 4月 7月 10月11月12月2月 5月 8月3月 6月 9月

患者数（名）全国食中毒発生状況（平成 17 年）
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食中毒

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

感染

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
か
ど
う
か
は
、

臨
床
症
状
だ
け
で
は
特
定
が
難
し

い
の
で
、
特
定
す
る
た
め
に
は
検

査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
培
養
が
不
可
能

で
、
一
般
的
に
は
免
疫
反
応
を
利

用
し
た
方
法（
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ
法
）と

遺
伝
子
を
検
出
す
る
方
法（
リ
ア

ル
タ
イ
ム
｜
Ｒ
Ｔ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
）
に

よ
り
検
査
し
ま
す
。

　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
｜
Ｒ
Ｔ
Ｐ
Ｃ
Ｒ

法
は
、
従
来
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
と
同
等

の
感
度
を
有
し
ま
す
。特
長
は
、Ｒ

Ｎ
Ａ
分
解
酵
素
の
失
活
と
ウ
イ
ル

ス
か
ら
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
取
り
出
し
が

同
時
に
行
え
る
の
で
、
煩
雑
な
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
抽
出
・
精
製
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
、

検
査
が
簡
便
・
迅
速
に
行
え
る
こ

と
か
ら
、
特
に
大
量
の
検
体
を
測

定
す
る
場
合
に
有
効
で
す
。ま
た
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
２
つ
の
遺
伝
子

タ
イ
プ「
Ｇ
Ⅰ
と
Ｇ
Ⅱ
」を
個
別
に

検
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
査
は
医
療
機
関

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
か
か
り
つ
け
の
先
生
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

て
、
そ
の
手
指
を
介
し
て
汚
染
さ

れ
た
食
品
を
食
べ
た
場
合

③
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
糞
便

や
吐
し
ゃ
物
か
ら
二
次
感
染
し
た

場
合

④
家
庭
や
共
同
生
活
施
設
な
ど
、

ヒ
ト
同
士
の
接
触
を
す
る
機
会
が

多
い
と
こ
ろ
で
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト

へ
の
飛
沫
な
ど
に
よ
り
直
接
感
染

す
る
場
合

　

　
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
感
染

経
路
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
制
御
を

困
難
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
人
に
よ
っ
て
は
、
感
染
し
て
も

発
症
せ
ず
に（
不
顕
性
感
染
）
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
を
便
か
ら
排
出
し

続
け
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
３
年
２
月
に
は
、「
ミ
ニ
き

な
こ
ね
じ
り
パ
ン
」
工
場
の
た
っ

た
１
人
の
食
品
取
扱
い
従
事
者
の

手
指
か
ら
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
汚
染

に
よ
り
、
学
校
給
食
で
、
６
６
１

名
の
患
者
が
発
生
す
る
と
い
う
事

件
に
発
展
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
患
者
の
糞
便
や
吐
し
ゃ

物
が
ヒ
ト
を
介
し
て
、
食
品
を
汚

染
し
た
た
め
に
発
生
し
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
12
月
の

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
起
き
た

４
３
６
人
の
集
団
感
染
で
は
、
１

人
の
女
性
が
じ
ゅ
う
た
ん
に
お
う

吐
し
、
そ
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
上
を

歩
い
た
客
や
従
業
員
が
次
々
に
感

染
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
じ
ゅ
う
た
ん
の
後
始
末

で
消
毒
が
不
適
切
だ
っ
た
上
、
拭

き
取
り
後
に
掃
除
機
で
吸
引
し
た

た
め
、掃
除
機
の
排
気
を
通
し
て
、

ウ
イ
ル
ス
が
空
中
に
ば
ら
ま
か
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は

感
染
力
が
強
い
の
で
ご
く
わ
ず
か

な
糞
便
や
吐
し
ゃ
物
が
付
着
し
た

食
品
で
も
、
多
く
の
人
に
感
染
し

ま
す
。
と
く
に
食
品
へ
の
二
次
汚

染
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
食
品

取
扱
い
従
事
者
が
日
頃
か
ら
自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
下
痢

や
お
う
吐
、
風
邪
の
よ
う
な
症
状

が
あ
る
場
合
に
は
、
調
理
施
設
な

ど
の
責
任
者
に
そ
の
旨
を
き
ち

ん
と
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２
０
０
３
年
の
よ
う
な
事
件
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
食
品
取
扱
い
従
事

者
の
定
期
的
な
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
検

査
は
、
二
次
感
染
を
防
ぐ
上
で
も

大
切
で
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
も
っ
て
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

　

図 . ノロウイルス感染経路

食品取扱い従業者

食べる

糞便・おう吐

発　症

食　品

手　指

河　川

海
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便
秘
に
効
く
ツ
ボ 

「
天
枢 

（
て
ん
す
う
）」 

場
所
と
押
し
方

「
大
巨 

（
た
い
こ
）」 

場
所
と
押
し
方

指先
指の間

手のしわ

親指周り

手首

天枢

大巨

　
へ
そ
の
両
側
で
へ
そ
か
ら
指
２
本

外
側
の
と
こ
ろ
。
左
右
ど
ち
ら
に
も

あ
る
。

　
こ
こ
を
左
右
同
時
に
、
人
差
し
指
・

中
指
・
薬
指
を
揃
え
て
、
お
腹
が
軽
く

へ
こ
む
程
度
に
押
す
。 

食品の取扱いと
調理器具の消毒

　
天
枢
か
ら
指
３
本
分
下
の
と
こ

ろ
。左
右
ど
ち
ら
に
も
あ
る
。

　
両
手
を
腰
骨
に
置
い
て
、
親
指
で

左
右
の
ツ
ボ
を
同
時
に
押
す
。 　

　

両手のひらをこすり洗い。

手を水でぬらし、
石けんをつける。
（石けんにはノロウ
イルスの感染力を
失わせる効果はな
いが、手指からは
がれやすくする効
果がある）

両手の甲をこすり洗い。

両手の指先や爪の間
をこすり洗い。

左手首を右手の手のひ
らでこすり洗い。（右
手も同様に）

十分に水洗いをし、
石けんをよく洗い流
す。（20秒～30秒間）
ペーパータオルまた
は清潔なタオルで手
を拭く。

右手の親指を左手全体
で握り、こすり洗い。
（左手も同様に）

両手の指の間をこす
り洗い。

①

⑥⑤ ⑦ ⑧

② ③ ④

●調理をする前
●トイレに行った後
●生肉、魚介類など生ものを触った時
　（特にカキ、アサリ、シジミ、ハマグリなどの二枚貝）

●加熱調理されずに食べる食品の調理、盛りつけ作業の前
　（サラダ・和え物・刺身など）

POINT!　「いつ手を洗うの？」

ノロウイルスの感染経路には、食品を介して感染する場合と、感染者の
糞便やおう吐物に含まれるノロウイルスによって「人から人」へ感染す
る場合があります。いずれも感染経路となるのが手指です。家族全員が
手洗いをきちんと行うことが感染予防の基本です。日常的に手洗いを習
慣づけましょう。

食材を加熱する際には、中心部まで十分に
加熱してから食べましょう。加熱できない
物は、流水でしっかり洗浄しましょう。
また、生鮮食品を取り扱った調理器具と、
生のままで食べる食品を取り扱う器具は、
使い分けして調理を行うか、十分に洗浄す
るようにしましょう。

85℃以上
1 分加熱

85℃以上の熱湯で消毒
または、次亜塩素酸ナトリウム
0.02％

※

消毒液で消毒

手洗い

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の

※消毒液の作り方は 7ページ参照

【汚れが残りやすいところ】
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http://www.crc-group.co.jp/rip/

TEL 092(623)2123 FAX 092(623)2114
〒 813-0062 福岡市東区松島 3丁目 29-18

信頼の絆を深める高度技術。

私たちは生命を見つめています。

・病理組織診断・細胞診断

※「
ツ
ボ
押
し
」
は
、
個
人
の
体
調
や

健
康
状
態(

妊
娠
な
ど)

に
よ
り
、

行
わ
な
い
方
が
い
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
専
門
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

食中毒

「
便
秘
穴（
べ
ん
ぴ
け
つ
）」 

場
所
と
押
し
方

　
ろ
っ
骨
の
い
ち
ば
ん
下
か
ら
指
幅

２
本
分
下
で
、
背
骨
か
ら
指
幅
４
本

分
外
側
の
と
こ
ろ
。 

左
右
ど
ち
ら
に

も
あ
る
。

　
ウ
エ
ス
ト
の
く
び
れ
に
手
を
置
い

て
、
親
指
で
ツ
ボ
を
押
し
な
が
ら
、
上

体
を
左
右
に
ひ
ね
る
。
こ
れ
を
数
回

く
り
返
す
。 

予
防
法
と

対
処
法汚染された衣類など

の洗濯と消毒

おう吐物の処理

もしも家族
が

かかってしま
ったら！

●使い捨て手袋とマスクの着用
排泄の介助や糞便・おう吐物の処理の際には
使い捨て手袋を使用する。
糞便やおう吐物が飛び散る恐れがある時は更
にマスクも着用する。

●作業後の手洗い
作業後は必ず石けんを使って手洗いを行う。

●家の中の消毒
人の手の触れる可能性がある物は感染経路に
なるので、トイレだけでなく直接手で触れる
場所は、0.1％消毒液※で消毒する。

（おう吐した場所・トイレ・手すり・

ドアノブ・蛇口・ベッド回り・玩具

など）

●酸性のものと混ぜない
●作業中は換気をする
●必ず手袋とじょおごを使う

POINT!　「二次感染を防ぐには？」　

ノロウイルスは症状回復後も３週間程
度、糞便中に排泄されることがありま
す。又、おう吐物が飛散して周囲を広範
囲に汚染し、空気感染することもありま
す。感染者の糞便やおう吐物の処理の際
には、家族が二次感染を受けないよう十
分注意するとともに、周囲への感染拡大
を防ぐため、迅速、確実に処理を行うこ
とが重要です。

①おう吐物の処理②～④の処理を
　する。
②0.1％消毒液

※
に 1時間浸して　

消毒する。

※そのまま洗濯機で洗うと、洗
濯機が汚染され他の衣類にもウイルスが付着して
しまうので注意すること。

①他の家族が汚染場所に
　近づかないようにする。
②マスクや手袋、エプロン
　などをする。
③使い捨ての布やペーパ
　ータオルなどで、　外側から内側にむけて静かに拭
　き取る。
④拭き取った物はすぐにビニール袋に入れ、封をし
　て処分する。
⑤おう吐物が付着していた床などは周囲を含めて0.1
　％消毒液

※
をしみ込ませたペーパータオルなどで浸

　すように拭く。
⑥消毒液は腐食性があるので、鉄などの金属に使用
　した時は拭き取り後、10分程度待って水拭きをする。

①ペットボトルに水を半分くらい入れる。
②ペットボトルの口にじょおごを置き、家庭用漂　
白剤の原液10mLを入れる。
③最後に容量いっぱいまで水を加える。
④キャップをしてよく振って混ぜ合わせる。
※ 誤って飲まないように注意すること。

※消毒液の作り方は下記を参照

家庭用
漂白剤

ペットボトルの
キャップ 2杯分
(5mL×2 ＝10mL)

0.1％消毒液 0.02％消毒液

2L

500
mL

（次亜塩素酸ナトリウム約５％）

次亜塩素酸
消毒液の作り方
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飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

記
憶
に
新
し
い
福
岡
で
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
幼
い
子
供
の
命
が
奪
わ
れ
る
悲
惨
な
事
故
。

２
０
０
２
年
６
月
に
は
酒
酔
い
運
転
、
酒
気
帯
び
運
転
、
死
亡
事
故
な
ど
悪
質
・
危
険
な
違
反

の
罰
則
強
化
の
法
律
が
施
行
さ
れ
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
発
生
は
法
律
改
正
以
前
に
比
べ

随
分
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
な
お
飲
酒
運
転
で
の
事
故
は
後
を
経
ち
ま
せ
ん
。
今
回
は
飲
酒
運
転
で
事
故
を
起

こ
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

自
動
車
保
険
の
は
な
し

　
会
社
員
の
Ａ
さ
ん
は
、
あ
る
日

急
き
ょ
入
っ
た
飲
み
会
に
ど
う
し

て
も
参
加
し
な
い
と
い
け
な
く
な

り
、
渋
々
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
翌
日
は
朝
早
く
か
ら

仕
事
。
車
が
ど
う
し
て
も
必
要

だ
っ
た
の
で
、
翌
日
の
こ
と
も
考

え
、
車
に
乗
っ
て
飲
み
会
の
会
場

に
行
き
ま
し
た
。
会
は
無
事
終
了
。

今
回
は
飲
む
量
も
少
し
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
と
、
お
酒
に
は
強
い
と

い
う
自
信
が
あ
っ
た
た
め
、
運
転

代
行
を
使
わ
ず
に
自
分
で
運
転
し

て
帰
宅
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
帰
宅
途
中
に
信
号
待

ち
の
Ｂ
さ
ん
に
追
突
す
る
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
追
突
さ
れ
た
Ｂ
さ
ん
は
、
頚
椎

捻
挫
（
全
治
２
週
間
）
の
ケ
ガ
と

車
は
バ
ン
パ
ー
取
替
え
な
ど
30
万

円
ほ
ど
修
理
代
が
か
か
る
被
害
に

遭
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
Ａ
さ
ん
は
、
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
で
頭
を
打
っ
て
ケ
ガ
（
全

治
１
週
間
）
を
し
、
車
は
バ
ン

パ
ー
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
取
り
替
え

る
30
万
円
ほ
ど
の
修
理
代
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
Ａ
さ
ん
は
、
幸
い
フ
ル
カ
バ
ー

タ
イ
プ
の
任
意
自
動
車
保
険
に
加

入
を
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
今
回
の
事
故
の
場
合
、

ど
の
よ
う
な
支
払
い
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？

①
飲
酒
事
故
で
は
あ
る
が
、
フ
ル

カ
バ
ー
タ
イ
プ
の
自
動
車
保
険
に

加
入
し
て
い
る
の
で
、
す
べ
て
保

険
で
支
払
わ
れ
る
。

②
飲
酒
事
故
の
た
め
、
Ｂ
さ
ん
に

対
す
る
補
償
だ
け
支
払
わ
れ
る
。

③
飲
酒
事
故
で
は
あ
る
が
少
量
の

飲
酒
の
た
め
、
Ｂ
さ
ん
の
ケ
ガ
と

Ａ
さ
の
ケ
ガ
の
治
療
部
分
の
み
支

払
わ
れ
る
。

④
飲
酒
事
故
の
た
め
自
動
車
保
険

か
ら
は
支
払
が
無
い
が
、
ケ
ガ
を

伴
う
事
故
の
た
め
国
か
ら
補
償
が

受
け
ら
れ
る
。

⑤
飲
酒
事
故
の
た
め
一
切
支
払
わ

れ
な
い
。

正
解
は
②
。

　
自
動
車
保
険
（
任
意
保
険
）
に

は
「
免
責
事
由
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
こ
れ
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
基
本
的
に
保
険
が
使
え
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
や
無
免
許
、
違
法
薬
物
使

用
な
ど
に
よ
る
事
故
が
、こ
の「
免

責
事
由
」
に
あ
た
り
、
飲
酒
運
転

は
こ
の
代
表
と
も
い
え
る
も
の
で

す
。

　
し
か
し
、
事
故
に
あ
っ
た
被
害

者
に
対
し
て
は
被
害
者
保
護
と
い

う
観
点
か
ら
対
人
・
対
物
賠
償
責

任
保
険
か
ら
保
険
金
は
支
払
わ
れ

ま
す
。
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
Ｂ

さ
ん
へ
の
補
償
の
み
支
払
い
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

事
故
に
よ
っ
て
運
転
者
で
あ
る
Ａ

さ
ん
が
ケ
ガ
を
し
て
も
、
搭
乗
者

傷
害
保
険
や
人
身
傷
害
補
償
保
険

に
よ
る
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
法
令
違
反
で
す
か
ら

医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
、
医
療
保
険
な
ど
各
種
の
保
険

か
ら
の
保
険
金
や
給
付
金
は
も
ち

ろ
ん
、
健
康
保
険
な
ど
の
公
的
医

療
保
険
制
度
か
ら
の
給
付
す
ら
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

道
交
法
違
反
で
処
分
も
受
け
ま

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
車
両

保
険
に
つ
い
て
も
補
償
の
対
象
外

で
す
の
で
、
フ
ル
カ
バ
ー
タ
イ
プ

の
保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
、
補

償
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
愛
車
の
修
理
代

は
「
自
腹
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
会
社
は
、
飲
酒
な

ど
に
よ
っ
て
死
亡
事
故
を
起
こ
し

た
場
合
、
被
害
者
に
対
し
て
保
険

会
社
が
支
払
っ
た
金
額
を
重
大
な

る
過
失
の
あ
っ
た
契
約
者
（
加
害

者
）
に
対
し
て
、
支
払
っ
た
保
険

金
を
請
求
す
る
「
求
償
」
を
契
約

者
に
対
し
て
行
な
い
ま
す
。
死
亡
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（株）損害保険ジャパン代理店

三井住友海上火災保険（株）代理店

アメリカンファミリー生命保険会社代理店

（株）シー・アール・シー・サービス
保険事業課

万が一事故にあった時や故障時に素早く対
応いたします。
お気軽にお問い合わせ下さい。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

TEL 092-623-2181
お問い合わせ

http://www.crc-group.co.jp/crcservice/

　
今
年
の
冬
は
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現

象
の
影
響
で
、
平
年
よ
り
寒
さ
が

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例
年

に
な
く
２
カ
月
程
早
い
ペ
ー
ス
で

広
が
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
流
行

期
は
12
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に

か
け
て
で
す
が
、
昨
年
11
月
に
は

休
校
や
学
級
閉
鎖
を
し
た
全
国
の

学
校
数
は
、
２
週
間
で
70
校
を
超

え
、
過
去
10
年
間
で
最
も
多
い
数

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
早
期
流
行
が
大
流
行
に
つ
な
が

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
流
行
の
程

度
を
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
す

の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

今
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特

徴
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
Ａ
ソ
連
型
」

で
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
「
Ａ
香
港
型
」

や
「
Ｂ
型
」
は
あ
ま
り
検
出
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
１
〜
３
日

間
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、
突
然
38

〜
40
度
の
高
熱
が
出
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
、
悪
寒
、
頭
痛
、
背
中

や
四
肢
の
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
全

身
倦
怠
感
な
ど
の
全
身
症
状
が
現

れ
、続
い
て
、鼻
水
や
の
ど
の
痛
み
、

胸
の
痛
み
な
ど
の
症
状
も
現
れ
ま

す
。
発
熱
は
通
常
３
〜
７
日
間
続

き
ま
す
。

　

健
康
な
成
人
で
あ
れ
ば
一
週
間

ほ
ど
で
快
方
に
向
か
い
ま
す
の
で
、

安
静
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

日
常
生
活
で
実
施
で
き
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
法
は
、
外
出

後
の
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る
こ

と
、
人
ご
み
を
避
け
る
こ
と
、
栄

養
と
休
養
を
十
分
取
る
こ
と
、
室

内
を
適
度
な
温
度
や
湿
度
に
保
つ

こ
と
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
が
あ

事
故
な
ど
を
起
こ
し
た
場
合
は
、

か
な
り
の
金
額
を
請
求
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
補
償
が
あ
る
か
ら
心
配
な
い
な

ど
と
勘
違
い
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
「
酒
の
量
が

少
し
だ
っ
た
」
な
ど
、
飲
酒
量
は

一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
一
口
で

も
お
酒
を
飲
ん
で
し
ま
う
と
飲
酒

運
転
に
な
り
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
は
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
季
節
、

新
年
会
や
歓
送
迎
会
で
、
飲
み
会

の
席
が
増
え
る
季
節
、
楽
し
い
お

酒
の
席
に
す
る
た
め
に
も
、「
飲

ん
だ
ら
乗
る
な
！
」
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

り
ま
す
。
高
齢
者
や
受
験
生
な
ど

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
や
発
症
を
完
全
に
は
防
御
で
き

ま
せ
ん
が
、
重
症
化
や
合
併
症
の

発
生
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査
は
、

外
来
や
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
な
ど
で
迅

速
簡
便
に
結
果
判
定
が
で
き
る「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
抗
原
検
出
キ
ッ
ト
」

が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療

は
、
従
来
、
対
症
療
法
が
中
心
で

し
た
が
、
近
年
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

の
使
用
が
一
般
化
し
て
い
ま
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
、
発
症
後
２
日

以
内
の
服
用
が
有
効
で
、
早
め
の

受
診
が
治
療
の
決
め
手
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
投
与

さ
れ
た
10
代
が
異
常
行
動
を
起
こ

し
た
た
め
に
、
厚
生
労
働
省
は
、

昨
年
３
月
、
10
代
の
患
者
へ
の
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
の
使
用
中
止
を
決
め

ま
し
た
。

自動車保険

シ
ー
ズ
ン
到
来
！
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背中すっきり　エクササイズ

1

座ってできる

1 2

胸を張って、イスの中央に座り、胸をひざに近づ

けていく。このとき両腕は前に下ろし、手を軽く

こぶしに握る。

このときの目線は足のつま先あたりに。

胸とひざを近づけて上体を曲げる。

背筋を伸ばしてイスに座り、足のつま先あたり

を少し開く。両方の手はひざの上にのせる。

右手で左足のかかとに触れたら元の状態に戻

り、左も右足のかかとに触れる。背筋を伸ばし、左

右行う。

①と②で1セット。これを15セットする。

2

腕は軽く曲げたまま、真横に大きく開きながら

ゆっくりと上げていく。

意外と脂肪がつきやすい背中なので、肩甲骨の

内側あたりに力を入れる。やっている時は、肩

甲骨をしっかり意識する。

腕が床と水平になるまで引き上げたら、まっ

すぐに戻す。

①と②で1セット。これを15セットする。
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http://www.fukuoka-kenkou.jp/

福岡支部　〒 813-0062 福岡県福岡市東区松島 3丁目 29-18
 　FAX 092-623-1740 FAX 092-623-6582 

山口支部　〒 745-0851 山口県周南市大字徳山字東卯の手 7510-37
 　TEL 0834-32-3694 FAX 0834-32-4332 

長崎支部　〒 859-0405 長崎県諫早市多良見町中里 129-9
 　TEL 0957-43-6103 FAX 0957-43-4985 

2

両足を揃えてイスに浅く腰かける。ゴムバンド

を両足で踏みながら両手で端をつかむ。

イスに深く腰掛け、両足を揃えて前に伸ばす。両

足にゴムバンドを引っ掛け、両手で持つ。この時、

背筋をピンと伸ばす。

①の姿勢のまま両手を脇腹のところまで、背中

の筋肉を使ってひっぱる。この時、胸を張りまっ

すぐ背筋を伸ばす。これ以上ひっぱれないとい

うところまで引きつけるのがコツ。

①と②で1セット。これを15セットする。

目線をだんだん上げながら、腕を伸ばしたまま

上体を起こし、ひっぱる。このとき、背中と腰を意

識して力を入れる。腕には力を入れない。上体を

起こす時は息を吸う。

①と②で1セット。これを15セットする。

1

1 2

国民の健康の積極的増進と

疾病の予防に寄与します。 

私たちは「健康日本 21」運動の推進に協力しています。
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QＡ
尿
蛋
白
検
査

健康・食よろず相談

穴井 元昭（あない・もとあき）

（株）シー・アール・シー　中央研究所　所長

1961 年
1967 年
1975 年
1995 年
1995 年

九州大学医学部医学科卒業
医学博士
九州大学医療技術短期大学部　教授
同　名誉教授
シー・アール・シー中央研究所所長
現在に至る
産医大講座修了認定産業医

健
診
の
尿
検
査
で
蛋
白
が
２＋ 

と
い
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
ど
の
よ
う
な
病
気
が
疑
わ
れ
ま
す
か
？

48
歳
　
男
性
　
会
社
員

　
尿
蛋
白
検
査
は
腎
疾
患
の
診
断

で
最
も
重
要
な
検
査
で
す
。
ほ
と

ん
ど
の
腎
疾
患
で
尿
蛋
白
が
陽
性

に
な
り
ま
す
。
通
常
は
、
ま
ず
定

性
法
で
陽
性
な
ら
次
に
24
時
間
の

蛋
白
量
を
定
量
し
て
確
実
に
尿
蛋

白
が
あ
る
こ
と
を
調
べ
ま
す
。
健

診
や
病
院
外
来
で
行
う
尿
検
査
は

試
験
紙
法
に
よ
る
定
性
検
査
で
、

1＋
は
30 

㎎
／
dL
、
2＋
は
１
０
０ 

㎎
／
dL
と
濃
度
で
表
示
さ
れ
、
健

常
人
の
平
均
尿
量
は
１
〜
1.5
Ｌ
／

日
な
の
で
、
2＋
は
１
日
の
蛋
白
量

が
１
ｇ
以
上
に
な
り
精
密
検
査
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

尿
は
ど
の
よ
う
に
し
て

　
　
　
　
作
ら
れ
る
か
？

　
腎
臓
の
基
本
構
造
は
ネ
フ
ロ
ン

（
図
参
照
）
と
い
い
、
毛
細
血
管

が
糸
鞠
状
に
な
っ
た
糸
球
体
と
そ

れ
を
取
り
巻
く
ボ
ウ
マ
ン
嚢
か
ら

な
る
腎
小
体
と
、
ボ
ウ
マ
ン
嚢
か

ら
出
る
細
尿
管
か
ら
出
来
て
い
ま

す
。
細
尿
管
は
曲
が
り
く
ね
っ
た

長
い
管
で
、
最
後
は
集
ま
っ
て
腎

臓
の
出
口
の
腎
盂
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ネ
フ
ロ
ン
は
片
側

の
腎
臓
に
約
１
０
０
万
個
あ
り
ま

す
。

　
糸
球
体
の
毛
細
血
管
の
壁
は
、

大
型
の
蛋
白
質
や
血
球
は
通
し
ま

せ
ん
。
水
や
小
型
の
蛋
白
、
ブ
ド

ウ
糖
、
い
ろ
い
ろ
の
無
機
塩
類
な

ど
は
通
す
特
殊
な
フ
ィ
ル
タ
ー
作

用
を
持
っ
て
お
り
、
毎
分
約
１
Ｌ

の
血
液
か
ら
約
１
２
０
mL
の
濾
液

が
出
来
ま
す
。
こ
の
糸
球
体
濾
液

が
長
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
細
尿
管

を
通
る
間
に
、
水
分
を
は
じ
め
蛋

白
、
ブ
ド
ウ
糖
、
無
機
イ
オ
ン
な

ど
、
体
に
必
要
な
成
分
の
大
部
分

が
再
吸
収
さ
れ
て
血
管
内
に
戻

り
、
老
廃
物
の
尿
素
や
余
分
な
無

機
イ
オ
ン
な
ど
は
吸
収
さ
れ
ず
、

残
っ
た
水
分
に
溶
け
て
尿
に
な
り

ま
す
。

尿
に
蛋
白
が
出
る
理
由

　
正
常
な
腎
臓
で
は
大
型
の
蛋
白

は
ほ
と
ん
ど
濾
過
さ
れ
ず
、
小
型

の
蛋
白
は
濾
過
さ
れ
て
も
細
尿
管

で
再
吸
収
さ
れ
る
の
で
、
健
常
人

の
尿
中
に
は
１
日
で
１
５
０
㎎ 

以
内
の
微
量
の
蛋
白
し
か
出
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
、
糸
球
体
の
炎
症

や
血
行
障
害
な
ど
で
こ
の
フ
ィ
ル

タ
ー
が
障
害
さ
れ
る
と
、
血
液
中

の
蛋
白
が
漏
れ
出
し
ま
す
。ま
た
、

細
尿
管
が
障
害
さ
れ
て
、
再
吸
収

能
力
が
低
下
す
る
と
尿
中
に
蛋
白

が
出
ま
す
。
し
か
し
、
起
立
時
、

激
し
い
運
動
後
、
発
熱
時
、
便
秘
、

月
経
前
な
ど
に
一
時
的
、
可
逆
的

に
蛋
白
尿
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は
生
理
的
蛋
白
尿
と

い
わ
れ
、
病
的
な
蛋
白
尿
と
区
別

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
病
気
で
尿
蛋

白
が
出
る
か
？

　
蛋
白
尿
を
主
な
訴
え
で
受
診
す

る
患
者
さ
ん
で
は
、
慢
性
糸
球
体

腎
炎
が
最
も
多
い
の
で
す
が
、
小

児
〜
思
春
期
に
は
、
学
校
検
尿
な

ど
で
発
見
さ
れ
る
蛋
白
尿
の
20
〜

30
％
に
起
立
性
蛋
白
尿
が
見
ら
れ

ま
す
。
成
人
で
は
慢
性
糸
球
体
腎

炎
以
外
に
い
ろ
い
ろ
な
原
因
疾
患

が
あ
り
ま
す
。

　

　
頻
度
は
低
い
の
で
す
が
、
腎
臓

は
正
常
で
も
多
発
性
骨
髄
腫
な
ど

で
小
型
の
異
常
蛋
白
が
過
剰
に
作

ら
れ
糸
球
体
を
大
量
に
通
過
す
る

と
、
細
尿
管
で
の
再
吸
収
が
追
い

つ
か
ず
尿
中
に
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
腎
前
性
蛋
白
尿
）。
ま
た
、

腎
盂
、
尿
管
、
膀
胱
な
ど
の
炎
症
、

腫
瘍
、
結
石
な
ど
が
原
因
で
出
る

こ
と
も
あ
り
（
腎
後
性
蛋
白
尿
）、

腎
性
の
蛋
白
尿
と
区
別
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
原
因

で
尿
に
蛋
白
が
出
る
の
で
、
精
密

検
査
を
し
て
原
因
を
は
っ
き
り
さ

せ
、治
療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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西村　雅宏（にしむら・まさひろ）

食品衛生コンサルタント
NSF　HACCP-9000 コーディネーター

1966 年　宮崎大学農学部卒業
1973 年　福岡市職員　食品衛生監視員歴 18 年
2001 年　（社）福岡市食品衛生協会食品検査センター
2002 年　食品衛生コンサルタントとして独立
2004 年　㈱シー・アール・シー食品環境衛生研究所
 顧問就任

（著書）保健所の片隅から（ある食品係長の実践
録）葦書房
日本経済新聞系列の日経BP社 ｢FOOD SCIENCE｣
に掲載中
HP Web 検索 ｢食中毒を防ぐ知恵 ｣
メールマガジン　食中毒 2001

　　

？

水
の
は
な
し

な
ん
だ
か
気
に
な
る

レ
ジ
オ
ネ
ラ

　
１
９
７
６
年
に
米
国
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
在
郷
軍
人
会
の
参
加
者
や
ホ
テ

ル
周
辺
の
通
行
人
な
ど
２
２
１
人

に
、
原
因
不
明
の
重
症
肺
炎
が
集

団
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
原
因
調

査
に
よ
っ
て
、
肺
炎
は
こ
れ
ま
で

報
告
の
な
か
っ
た
新
種
の
グ
ラ
ム

陰
性
杆
菌
に
よ
る
感
染
症
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、 

在
郷
軍

人
会(

Ｌ
ｅ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ)

を
と
っ

て
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
と
い
う
病
名
が

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
は
、
レ
ジ
オ
ネ

ラ
属
菌
が
原
因
で
起
こ
る
感
染
症

で
、
健
康
な
成
人
が
発
症
す
る
こ

と
は
ま
れ
で
、乳
幼
児
や
高
齢
者
、

体
力
や
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る

人
が
か
か
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
人
か
ら
人
へ
の

感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
は
土
壌
や
河

川
、
湖
沼
な
ど
自
然
界
に
広
く
生

息
し
て
お
り
、
生
育
に
適
し
た
20

〜
50
℃
の
水
が
停
滞
あ
る
い
は
循

環
す
る
冷
却
塔
、
循
環
式
浴
槽
や

噴
水
な
ど
の
修
景
施
設
で
は
、
高

率
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
細
菌
や
藻
類
な
ど

か
ら
必
要
な
栄
養
分
を
吸
収
し
た

り
、
ア
メ
ー
バ
な
ど
の
原
生
動
物

に
寄
生
し
た
り
し
て
、生
存
・
増
殖

し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
で
で
き
る
予
防
法
は
、

循
環
式
浴
槽
を
使
用
し
て
い
る
場

合
、
浴
槽
の
全
換
水
を
週
１
回
以

上
定
期
的
に
行
な
い
、
ぬ
め
り
や

汚
れ
を
十
分
に
洗
浄
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
加
湿
器
を
使
用
す
る

場
合
は
、
こ
ま
め
な
水
の
交
換
、

清
掃
を
行
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　　
不
二
家
、
白
い
恋
人
、
赤
福
、

船
場
吉
兆
、
ミ
ー
ト
ホ
ー
プ
、
比

内
鶏
…
と
、
食
品
偽
造
事
件
は
と

ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。

　
事
件
の
内
容
は
産
地
や
原
材
料

の
偽
装
、
期
限
表
示
に
関
す
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
ら
の
食
品
を
摂
取

し
て
、
健
康
被
害
が
発
生
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
悪

質
な「
ご
ま
か
し
」で
食
品
企
業
と

消
費
者
と
の
信
頼
関
係
を
損
ね
ま

し
た
。
ま
た
、
ミ
ー
ト
ホ
ー
プ
、

比
内
鶏
は
刑
事
事
件
に
ま
で
発
展

し
、倒
産
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
で
は
何
故
、
こ
れ
ら
の
企
業
は

「
ご
ま
か
し
」を
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
利
益
追
求
が
目
的
で

す
。

　
期
限
表
示
の
付
け
替
え
は
、「
消

費
者
は
長
い
期
限
表
示
を
好
ま
な

い
」
と
考
え
、
営
業
戦
略
と
し
て

期
限
表
示
を
短
め
に
表
示
し
、
当

初
は
十
分
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

は
ず
の
商
品
で
も
廃
棄
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
営
業
者
は
、

消
費
期
限
を
付
け
替
え
て
も
安
全

性
に
問
題
は
な
い
し
、
消
費
者
に

も
バ
レ
な
い
と
考
え
、
付
け
替
え

を
実
行
し
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ

ら
の
事
件
の
多
く
は
内
部
告
発

に
よ
り
発
覚
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
遵
守
）と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が

不
十
分
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。

　
偽
装
事
件
を
防
止
し
、
消
費
者

と
の
信
頼
関
係
を
保
持
す
る
た
め

に
は
、
原
材
料
の
検
査
結
果
や
保

存
検
査
に
基
づ
く
期
限
設
定
の
情

報
開
示
が
必
要
で
す
。

　
シ
ー
・
ア
ー
ル
・
シ
ー
食
品
環
境

衛
生
研
究
所
で
は
、「
食
の
安
全
、

食
の
安
心
」
の
た
め
に
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
検
査
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
５
種
類
の
食
肉
種
の
鑑
別
が
可

能
な「
肉
種
鑑
別
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
」

は
、
食
肉
原
材
料
や
加
工
食
品
の

特
定
肉
腫
の
確
認
や
混
入
肉
種
の

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検

査
は
遺
伝
子
検
査
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト「
遺
伝
子
分
析
科
学
認
定
士
」

が
正
確
か
つ
迅
速
に
検
査
を
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
者
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
か
ら
発
生
す
る
食
品
へ
の
混
入

異
物
が
何
か
を
突
き
止
め
る
「
異

物
検
査
」、
食
品
の
期
限
表
示
を

設
定
す
る
た
め
の
科
学
的
な
「
食

品
保
存
検
査
」
な
ど
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
是
非
、
ご
利
用
下
さ
い
。

　

信
頼
回
復
は
検
査
デ
ー
タ
で
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Ｑ 1あなたのビジネスマナーは大丈夫 ? 

マナークイズ No.13

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え

　
企
業
で
の
働
き
方
が
多
様
化
し

て
い
る
今
日
、
正
社
員
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
な
ど
、

勤
め
る
上
で
の
立
場
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。
し
か
し
、
お
互
い
立
場

は
違
え
ど
、
自
分
が
そ
の
会
社
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ

と
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
第
一

歩
で
す
。

　
企
業
で
働
く
と
い
う
こ
と
は
、

会
社
組
織
の
一
員
と
し
て
目
標
に

向
か
っ
た
仕
事
に
参
加
す
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
心
構
え
が

な
く
、
自
分
勝
手
な
行
動
や
周
囲

に
対
し
て
嫌
な
思
い
を
さ
せ
る

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
は
、
社
会
人
と
し
て
い
か
に
自
覚
を
も
っ
て
行
動
す
る
か
で
す
。

取
引
先
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
緒
に
働
い
て
い
る
職
場
の
同
僚
や
上
司
な
ど
に
も
、
き

ち
ん
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
で
対
応
す
る
こ
と
が
、
職
場
を
明
る
く
、
仕
事
を
楽
し
く

し
ま
す
。
今
月
号
か
ら
社
会
人
と
し
て
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

？

3 つボタンのスーツの場合、上２つのボタンをとめるか真ん
中１つをとめるようにする。２つボタンの場合は上の１つを
とめる。座っている時には窮屈な感じがするので、ボタンを
はずしておいてもかまわないが、立つ時にはとめる癖をつけておく。

こたえは ③

社
会
人
と
し
て
の

　
　
心
構
え
と
身
だ
し
な
み

働
く
人
の
知
恵
袋
　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

①

②

③

④

しなくてもよい

一番上のボタンをするのがよい

真ん中のボタンか上２つのボタンをするのがよい

３つとも全部するのがよい

3 つボタンのスーツを着て歩く時には、ジャケットのボタンは
どのようにしているのがよいでしょうか？

男性の身だしなみチェック表

女性の身だしなみチェック表
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　下記のアンケートを切り取り、切手を貼って
投函ください。アンケートにお答えいただい
た方に、こらぼ携帯ストラップを進呈いたし
ます。ふるってご応募ください。
※デザイン・色につきましては編集室にお任せ
下さい。

こ
と
は
、
組
織
の
和
を
乱
し
か
ね

ま
せ
ん
。
た
だ
み
ん
な
と
仲
良
く

ワ
イ
ワ
イ
す
る
だ
け
で
は
、
企
業

の
実
績
は
あ
が
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、
社
内
で
の
自
分
の
立
場
を
理

解
し
、
き
ち
ん
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
り
、
会

社
組
織
が
う
ま
く
機
能
し
、
目
標

に
沿
っ
た
成
果
を
上
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
人

間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
な
ど

の
理
由
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
毎
日
の
仕
事
を
充
実
し
た
も

の
に
し
、
い
き
い
き
と
仕
事
が
で

き
る
よ
う
、
ま
ず
は
あ
な
た
か
ら

正
し
い
マ
ナ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

服
装
と
身
だ
し
な
み

　
だ
ら
し
の
な
い
服
装
や
派
手
す

ぎ
る
格
好
は
相
手
の
印
象
を
悪
く

し
ま
す
。
取
引
先
に
と
っ
て
あ
な

た
は
所
属
す
る
会
社
の
代
表
。
あ

な
た
の
た
め
に
会
社
全
体
の
印
象

が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
初
め
て
会
う
人

に
と
っ
て
第
一
印
象
は
と
て
も
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、男
性
、

女
性
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
い

つ
で
も
好
感
を
持
た
れ
る
身
だ
し

な
み
に
気
を
つ
か
い
ま
し
ょ
う
。

　
身
だ
し
な
み
で
注
意
す
る
こ
と

は
、
清
潔
で
相
手
に
不
快
感
を
与

え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
お

し
ゃ
れ
と
身
だ
し
な
み
は
違
い
ま

す
。
ブ
ラ
ン
ド
品
や
高
価
な
品
を

そ
ろ
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
い
く
ら
高
価
な
ス
ー
ツ
や

洋
服
で
あ
っ
て
も
、
不
潔
だ
と
相

手
に
好
印
象
を
与
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
服
装
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
髪
型
か
ら

足
元
ま
で
に
気
を
配
り
、
人
に
清

潔
感
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

問 1 今月号の中で読んでよかった記事、参考になった記事の
番号を下記の中から選んで下さい。複数回答可

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 2 今月号の中でつまらなかった記事、悪かった記事の番号
を下記の中から選んで下さい。複数回答可

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

表紙　
おすすめの一冊
ノロウイルス
ノロウイルスの対処法と予防法
便秘に効くツボ
自動車保険のはなし
インフルエンザの流行
背中すっきり　エクササイズ
健康相談「尿蛋白」

10.
11.
12.
13.
14.
15.

水のはなし「レジオネラ」
信頼回復は検査データで
ビジネスマナー　身だしなみ
ビジネスマナークイズ
ホロスコープ
脳だめし

問 3 現在、定期購読している新聞は何ですか?

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 4 あなたがよくお読みになる雑誌は何ですか?

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 5 今後、取り上げて欲しい記事は何ですか?

1.
2.
3.

健康関連
趣味
旅行

4.
5.
6.

おいしいお店
マネー講座
介護・福祉関連

7. その他
（　　　　　　　　　）

問 6 『こらぼ』についてご意見・ご要望がございましたら、お書き下さい。

ご協力ありがとうございました。

ホロスコープ

1 月～ 3月の仕事運

何にでもポジティブ
に取り組むことで展
望が開ける予感。自
分を信じて一歩ずつ
前進しましょう。

頭の回転がスムーズ
で効率アップが期待
できそう。新しいビ
ジネスチャンスが訪
れそうな気配。

自分のことを棚に上
げた発言をすると信
用を失ってしまいそ
うな予感。謙虚な態
度は忘れずに。

リラックスして仕事
を楽しむ気持ちで立
ち向かうと良い結果
が得られるでしょ
う。

人が嫌がる仕事をコ
ツコツしていれば周
囲から評価される予
感。ただし、疲れたら
休むことが大切。

職場でのバランスが
今ひとつになりそう
な予感。周囲の話に
耳を傾けると上手く
いくでしょう。

牡羊座

3/21 - 4/19

精神的に不安定で集
中力に欠け空回りし
そう。くよくよせず
に、明るく振る舞う
と運気は上昇。9/23 - 10/23

てんびん座
他人の意見にきちん
と耳を傾け協調性
を持って仕事をすれ
ば、道は開けるでし
ょう。

4/20 - 5/20

牡牛座

10/24 - 11/21

さそり座

自分が中心となって
できる仕事をコツコ
ツと地道にするとい
い結果が得られるで
しょう。5/21 - 6/21

ふたご座

11/22 - 12/21

い て 座

絶対に大丈夫とい
う自信があっても
油断は禁物。何事に
も集中しましょう。

6/22 - 7/22

か に 座

12/22 - 1/19

や ぎ 座

ユニークなアイデア
や企画力が採用され
る予感。斬新なアイ
デアで新しい仕事に
取り組むと吉。7/23 - 8/22

し し 座

1/20 - 2/18

みずがめ座

誰に対してもものお
じしない言動が、上
司から評価されるか
も。新しい能力に目
覚めそうな予感。8/23 - 9/22

おとめ座

2/19 - 3/20

う お 座

マケーンシュムシュケル・達也 

派遣登録スタッフ募集

あなたのキャリア・スキルにあった仕事

を紹介します。登録はカンタン！ホーム

ページもしくは電話で仮登録OK。あなた

にピッタリな仕事探しをお手伝いします。

TEL092-623-2187
http://www.crc-group.co.jp/crcsupport/

脳だめしの答え
１①眺②文献③憩④全国制覇⑤真面目⑥額⑦鳴⑧軽率⑨建立⑩嫌
２①を②嫁③後④転⑤義⑥散々
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脳だめし

株
式
会
社

　
シ
ー
・
ア
ー
ル
・
シ
ー

　
Ｍ
Ｓ
事
業
部

　
〒
８
１
３-

０
０
６
２
　
福
岡
市
東
区
松
島
３
丁
目
29-

18

医
療
廃
棄
物
の
ご
相
談
は
（
福
岡
県
／
佐
賀
県
／
長
崎
県
／
大
分
県
）

０
９
２ｰ

６
２
６ｰ

３
８
０
７
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

こらぼ春号は 2008 年 4 月 1 日（火）発行予定です！こらぼ
発行所 /セント・アコール・オフィス

住　所 /福岡市南区長丘2丁目2-29　電　話 / 092-511-3622　定　価 / 600円

こらぼ　編集委員紹介

（株）ＣＲＣサポート

三
上
裕
子

（株）臨床病態医学研究所（株）シー・アール・シー
　　　食品環境衛生研究所

平成 16 年入社
管理栄養士
衛生検査技師
ヘルスケアトレーナー

（株）シー・アール・シー・サービス

（株）シー・アール・シー
平成 11 年入社
細胞検査士
国際細胞検査士
健康食品管理士

昭和 60 年入社
衛生検査技師
栄養士、管理栄養士

特集　健康診断が変わる！？
次号予告

原
田
重
信

迫
頭
宏

多
賀
谷
伸
治

西日本健康（株）
平成 7年入社
臨床検査技師
2級ファイナンシャルプランナー技能士

松
井
明
香

中
島
洋
典

平成 13 年入社
医療用具修理業責任技術者

（社）日本健康倶楽部
　　　　福岡統括支部

金
子
仁
美

平成 13 年入社
水質関係第一種公害防止管理者

昭和 62 年入社
臨床検査技師
治験コーディネーター

（株）シー・アール・シー内

行

①
車
窓
か
ら
の（

　
　
　
）め

②（
　
　
　
　
）を
集
め
る

③
市
民
の（

　
　
　
）い
の
公
園

④（
　
　
　
　
　
　
　
）

⑤（
　
　
　
　
　
）な
性
格

④
逆（
点
・
転
）の
ホ
ー
ム
ラ
ン

⑤
大
学
の
講（
義
・
議
）

⑥（
散
々
・
惨
々
）な
目
に
あ
う

①
上（
へ
・
を
）下
へ
の
大
騒
ぎ

②
責
任
転（
嫁
・
化
）

③
流
行
に（
後
・
遅
）れ
る

⑥（
　
　
　
）に
汗
し
て
働
く

⑦（
　
　
　
）か
ず
飛
ば
ず

⑧（
　
　
　
　
）な
行
動

⑨
大
仏
が（

　
　
　
　
）さ
れ
た

⑩
注
射
を（

　
　
　
）が
る

ナ
ガ

ブ
ン
ケ
ン

イ
コ

ゼ
ン
コ
ク
セ
イ
ハ

ヒ
タ
イ

ナケ
イ
ソ
ツ

マ
ジ
メ

コ
ン
リ
ュ
ウ

イ
ヤ

１
　
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
し
ま
し
ょ
う

２
　
正
し
い
の
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
？

あ
な
た
は
何
問
で
き
る
？

答えはＰ15の下にあります


